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ゴ
ボ
ウ
は
、
地
中
深
く
真
っ
直
ぐ
に

伸
び
て
い
く
た
め
軟
ら
か
い
土
の
方
が

栽
培
に
向
い
て
い
ま
す
。
土
づ
く
り
が

で
き
て
い
る
畑
は
別
と
し
て
、
作
土
が

浅
く
心
土
（
か
た
い
層
）
が
す
ぐ
下
に

あ
る
よ
う
な
状
態
の
場
合
は
70
〜
80
㎝

ま
で
深
耕
し
ま
す
。
か
た
い
ま
ま
栽
培

す
る
と
曲
が
っ
た
り
生
長
が
止
ま
っ
た

り
す
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

作
土
が
浅
い
畑
で
は
、
土
を
高
く
盛

り
上
げ
、
根
部
の
短
い
ミ
ニ
ゴ
ボ
ウ
を

栽
培
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
土
づ
く

り
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
比
較
的
簡

単
に
元
気
な
ゴ
ボ
ウ
が
作
れ
ま
す
。
春

ま
き
と
秋
ま
き
の
年
２
回
栽
培
が
で
き

る
の
で
、
畑
の
都
合
に
合
わ
せ
て
時
期

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

畑
の
土
が
か
た
く
、
ゴ
ボ
ウ
栽
培

に
向
い
て
い
な
い
場
合
は
堆
肥
袋
な

ど
を
使
っ
て
ゴ
ボ
ウ
づ
く
り
が
行
え

ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ベ
ラ
ン
ダ
な

ど
で
も
可
能
で
す
の
で
、
是
非
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
下
さ
い
。

70
s t e p

ゴボウをつくろう

　用意した堆肥袋の底
に穴を空け、水はけ用
に鹿沼土を深さ 3㎝ま
で入れ、その上に用土
を満たします。

種
ま
き

手で軽く押さえます。

1

2

堆
肥
袋
を
使
っ
た
栽
培

3

4

5　１日置いた用土に指で筋を入れ、種を十数
個筋まきし、手で押さえてから水をやります。

指
で
筋
ま
き
用
の
浅
い
溝
を
つ
く
り
ま
す
。

ゴ
ボ
ウ
の
種
を
準
備
し
ま
す
。

約
５
㎝
の
間
隔
で
１
粒
ず
つ
は
種
し
ま
す
。

は種を終えたら播き溝を
指で覆土していきます。

5
3

5
16

1

2

3

45

67

栽
培
編
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kitchen garden 家庭菜園

自
然
農
法
を
家
庭
菜
園
で
学
ぶ
通
信
講
座

資料請求は
通信講座係
まで

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
５
８
（
79
）
１
１
２
４

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
５
８
（
79
）
１
１
１
５

生
長
を
見
守
る

収
穫

は
種
後
２
週
間
ほ
ど
で
発
芽

し
ま
す
。
水
管
理
を
し
な
が
ら

元
気
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

5
28

6
1

7
1

11
20

　

は
種
後
５
週
間
ほ
ど
経
過
し
て
株
の
密
集
が

目
立
つ
よ
う
に
な
る
と
第
１
回
目
の
間
引
き
を

行
い
ま
す
。
そ
の
後
２
回
ほ
ど
間
引
き
を
繰
り

返
し
、
50
㎝
に
１
株
程
度
に
し
ま
す
。

　春まきは、葉が枯れ始める 11月末～
12 月頃が収穫適期です。掘らずに翌年
の 3月頃まで畑におくこともできます。
本畑での収穫は、スコップで根を傷つけ
ないように末端まで掘り起こし、折れな
いように収穫して下さい。

収
穫

7
22

２
回
目
の
間
引
き

３
回
目
の
間
引
き

堆
肥
袋
栽
培
で
の

6
21

葉
が
直
径
10
㎝
程
度
ま
で
生

長
す
る
と
２
回
目
の
間
引
き
を

し
て
、
５
株
ほ
ど
に
し
ま
す
。

葉
が
直
径
30
㎝
程
度
ま
で
生

長
す
る
と
３
回
目
の
間
引
き
を

し
て
、
３
株
ほ
ど
に
し
ま
す
。

　発芽して１ヶ月ほどしたら１回目
の間引きを行います。堆肥袋程度な
ら８株程度にすると良いでしょう。

穫
す
る
た
め
、
掘
る
手
間
が
省
け
る
と

同
時
に
折
れ
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

畑
で
育
て
た
の
と
遜
色
な
い
立
派
な
ゴ
ボ
ウ

が
育
っ
て
い
ま
し
た
。
袋
に
残
っ
た
土
は
次
の

プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
の
用
土
と
し
て
使
え
ま
す
。

11
6

訂
正
と
お
詫
び　

前
号
の
表
紙
で
ザ
ク
ロ
の
花
と
あ
っ
た
の
は
「
リ
ン
ゴ
の
花
」
の
誤
り
で
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
し
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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information 総会特集

全国普及会
リレートーク
　１月 19 日開催の通常総会
の後、引き続き全国 11 地区
から選抜された事例報告会を
リレー方式で実施しました。
栽培技術、消費者交流、流通、
生産者の拡大など、様々な取
り組みが報告されました。

◇
◆
◇

北
海
道
地
区

◇十勝普及会◆保科保男さん
□美味しさと健康を消費者へ
環境破壊で生態系バランスが崩れ
てしまった。農家にとって水や空気
を変えることは難しいが、土のバラ
ンスを改善していく事は出来る。

◇
◆
◇

東
北
地
区

◇はまなす普及会◆鈴木譲さん
□消費者との交流
　野菜ボックスで地産地消を進め、
消費者との交流会では、毎回 200 名
以上を農園に招き、そこで得た消費
者の声を生産に反映させている。

◇
◆
◇

関
東
地
区

◇昭和研究会◆茂木清七さん
□私の農業経営
土づくりは２～３年我慢できれば
大丈夫。５～６年を超えれば土本来
の力を引き出せるので、病害虫にも
強い作物ができることを実感。

◇
◆
◇

北
陸
地
区

◇南越普及会◆坂川玲子さん
□早春湛水３年目によるお米づくり
　昨年は生物層が大きく変化した。
深水管理で機械除草することもなく
収穫できた。この噂が近隣に伝わり、
実施者が増加した。

◇
◆
◇

中
部
地
区

◇阿南研究農場◆三上正樹さん
□阿南農場 25 年の歩み
　昭和 60 年から自然農法の研究農
場としてスタート、野菜全般を産直
すると同時に夏野菜やタマネギの苗
を家庭菜園実施者に提供している。

◇
◆
◇

関
西
地
区

◇桃山研究会◆森光司さん
□森農園の活動紹介
　農薬散布に合羽を着てマスクをし
て、こんな物食べて身体に良い訳な
いと有機農業に転換。昨秋からは、
新規就農者を受入れている。

◇
◆
◇

中
国
地
区

◇矢掛普及会◆横畑光師さん
□仲間を増やして楽しい定年帰農
JA の産直市に出荷している。同
じ出荷者が自然農法に理解を示し普
及会に入会、さらに家庭菜園実施者
も活動に参加して自然農法が拡大。

◇
◆
◇

四
国
地
区

◇四万十普及会◆井上義之さん
□岡田茂吉先生の哲学に触れて
自然農法との出会いから岡田茂吉
哲学に触れることで、生活に様々な
変化が生まれてきた。今は月１回の
勉強会を継続して深化させている。

◇
◆
◇

九
州
地
区

◇平戸普及会◆川上茂次さん
□瑞泉郷を軸に街づくりの取り組み
　市の進める「市民力アップ事業」
や農水省の「集落機能再編促進事業」
を受託して街づくりを実施、平戸瑞
泉郷が交流拠点となっている。

◇
◆
◇

沖
縄
地
区

◇大宜味研究農場◆安慶名克己さん
□大宜味農場の活動と新普及会紹介
沖縄瑞泉郷まつりの実施状況、農
場での熱帯果樹やコーヒーなどの試
験栽培の事例、また新規に発足した
「やんばる普及会」を紹介した。

◇
◆
◇

静
岡
東
地
区

◇沼津・富士普及会◆芦川正昭さん
□チェーン除草の効果を実感
年齢的に手取り除草が難しくなり
自然農法を縮小を考えていたとこ
ろ、チェーン除草により大幅に省力
化、自然農法の現状維持ができた。

◇
所
属
普
及
会　

◆
発
表
者
（
代
弁
者
含
む
）　

□
テ
ー
マ
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network 全国自然農法ネットワーク

小田原市の橘地区家庭菜園研究会
が、地域住民を対象に「そば打

ち体験教室」を１月に開催。参加した
市議や住民ら 20 名は、自然農法のそ
ば粉でそばを打ち、その美味しさを体
感しました。自然農法の普及だけでな
く地域内の人とのつながりにも貢献す
るこのイベントは来年も開催予定。

そば打ち体験教室を
地域施設で開催

１月に大阪市阪神百貨店で、農水
省の有機農業普及啓発事業とし

て「有機農業って？聞く、見る、食べ
る、試してみよう」が開催されました。
新家常務理事が講演し、体内酵素と腸
内細菌が生命力を決める要因であるこ
となどが伝えられました。

講演「人はなぜ食事
をするのか！」

□
大
阪
府

沖縄南部普及会の与那嶺
勝也会長が営む、( 有 )

シンソーの牛フン堆肥が沖縄
県農業研究センターが行った
堆肥コンテスト（牛フン部門）
において最優秀賞を受賞しま
した。与那嶺会長は堆肥を使
用する生産者の要望を聞き、改良と工
夫を行い、より品質の高い堆肥づくり
に励んできたことが今回の受賞につな
がりました。土壌有機物の分解スピー
ドが速い沖縄の気候では、家畜フン堆
肥を補助的に使っている圃場が少なく
なく、品質の高い堆肥を望む多くの生
産者から喜ばれています。

堆肥コンテストで
最優秀賞を受賞

静岡県東部地域の７普及会による
賀詞交歓会が１月 27日に開かれ

ました。会場の宝山亭には各普及会の
生産者ら約 30 名が集い、持ち寄った
食材などで調理した料理で歓談や情報
交換、これからの自然農法普及に向け
た取り組みなどを話し合いました。

賀詞交歓会を
大仁農場で開催

４月９日（土）から５月８日（日）
の１ヶ月間にわたり、恒例の大

仁瑞泉郷「花まつり」が開催されます。
園内に咲き誇る花々を鑑賞しながら散
策していただけます。是非お越し下さ
い。（今年は特別開催日が設定されて
おりません）

有機農業への新規参入
相談窓口はこちらまで

0558（79）1133
MOA自然農法文化事業団　参入全国相談窓口

Organic Farming Movements 有機農業の動き
山
梨
市
で
果
樹
栽
培
の
有
機

農
業
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

新
家
龍
氏

□
静
岡
県

□
神
奈
川
県第14回の東京フォーラム

（2011 食と農、健康づ
くり）が東京・JR 新橋駅近
くのヤクルトホールで３月６
日（日）に開催されます。第
１部は「有機農業基礎データ
作成事業報告」で第２部は橋
本聖子参議院議員による「食と健康に
ついて - アスリートの視点から」の講
演、第３部は海老久美子氏（立命館大
教授）、佐久間哲也氏（MOA奥熱海
クリニック院長）、石綿敏久氏（小田
原普及会会長）によるシンポジウムの
構成となっています。時間は 10 時 30
分から 15 時 30 分までで、入場は無料。

2011 東京フォー
ラムが３月６日開催

大仁瑞泉郷花まつり
を４月９日から開催

１
月
23
日
〜
24
日
の
２
日
間
、
山
梨
県

山
梨
市
の
山
梨
市
民
会
館
に
お
い
て
「
有

機
農
業
公
開
セ
ミ
ナ
ーin

山
梨
」（
果
樹

栽
培
の
可
能
性
を
考
え
る
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
初
日
に
は
、
鶴
田
志
郎
氏
が
基

調
講
演
し
た
後
の
事
例
発
表
で
は
、
Ｍ
Ｏ

Ａ
自
然
農
法
松
山
研
究
会
の
宇
都
宮
昌

光
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
３
名
が
登
場
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
有
機
栽
培
に

徹
し
た
果
樹
栽
培
の
課
題
や
将
来
性
に
つ

い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
翌
日
は
山

梨
市
内
の
ブ
ド

ウ
園
な
ど
の
現

地
を
視
察
し
て
、

全
日
程
を
終
了

し
ま
し
た
。

□
静
岡
県

大
仁
農
場

静
岡
東
エ
リ
ア
連
絡
会
議

橘
地
区
家
庭
菜
園
研
究
会

昨年の花まつり

山
口
県
で
有
機
農
業
技
術

総
合
研
究
大
会
を
開
催

３
月
５
日
〜
６
日
の
２
日
間
、
山
口
県

山
口
市
の
山
口
大
学
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内

の
大
学
会
館
に
お
い
て
、
第
５
回
有
機
農

業
技
術
総
合
研
究
大
会
（
同
時
開
催
／
第

20
回
山
口
県
環
境
保
全
型
農
業
フ
ォ
ー
ラ

ム
）
を
開
き
、「
土
、
作
物
、
家
畜
、
人

の
健
康
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
事
例
発

表
や
討
論
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
費
は

千
円
。
詳
細
は
山
口
県
有
機
農
業
研
究
会

☎
０
８
３
（
９
２
９
）
０
４
１
６
ま
で
。

□
東
京
都関

東
エ
リ
ア
連
絡
会
議

事
例
を
発
表
す
る
宇
都
宮
さ
ん

Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然
農
法
文
化
事
業
団

常
務
理
事

□
沖
縄
県

沖
縄
南
部
普
及
会



6自然 農法

（
１
）
連
作
を
始
め
た
キ
ッ
カ
ケ

山
に
近
い
畑
で
は
、
せ
っ
か
く
作
物
を

作
っ
て
も
サ
ル
の
被
害
に
遭
い
困
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
サ
ル
が
食
べ
な
い
も
の
を
作

ろ
う
と
い
う
考
え
か
ら
サ
ト
イ
モ
を
選
択
し

ま
し
た
。
サ
ト
イ
モ
の
栽
培
に
よ
り
サ
ル
の

被
害
が
無
く
な
っ
た
う
え
、
味
や
品
質
が
非

常
に
良
い
と
評
判
に
な
り
、
平
成
５
年
頃
か

ら
17
年
連
作
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
連
作
し
て
変
わ
っ
た
こ
と

①
種
イ
モ
の
充
実

　

栽
培
方
法
は
連
作
す
る
前
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
変
わ
っ
た
点
と
い
え
ば

種
イ
モ
の
保
存
法
で
す
。
種
イ
モ
は
自
家
採

種
し
て
い
ま
す
が
、
連
作
を
始
め
て
か
ら
作

付
面
積
が
増
え
た
た
め
種
イ
モ
の
量
も
増

加
。
そ
の
た
め
、
以
前
は
一
度
掘
り
上
げ
て

か
ら
伏
せ
こ
ん
で
い
た
種
イ
モ
を
、
掘
り
上

げ
ず
畑
で
保
存
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

地
上
部
の
茎
が
自
然
に
枯
れ
る
ま
で
待

ち
、
そ
の
上
に
寒
さ
よ
け
の
モ
ミ
殻
と
雨
よ

け
の
ゴ
ム
シ
ー
ト
を
か
け
、
春
ま
で
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
き
ま
す
。掘
り
上
げ
な
い
た
め
、

サ
ト
イ
モ
は
冬
の
間
も
土
に
し
っ
か
り
と
根

を
張
っ
た
ま
ま
で
あ
り
、
残
っ
た
茎
部
の
養

分
な
ど
も
イ
モ
に
転
流
し
、
春
に
は
イ
モ
が

一
回
り
大
き
く
な
り
充
実
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。　

ま
た
、
サ
ト
イ
モ
の
畑
は
２
ヶ
所
あ
り
ま

す
が
、
種
イ
モ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
畑
で
穫
れ
た

も
の
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
畑
に
は
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
畑
で

取
れ
た
種
イ
モ
が
、
そ
の
畑
に
一
番
適
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

②
特
性
と
土
の
変
化

収
量
は
、
０
・
７
〜
１
ｔ

／
10
ａ
で
地
域
の
収
量
と

ほ
ぼ
同
程
度
で
す
。
今
ま
で

減
収
し
た
こ
と
は
一
度
も

な
く
、
気
候
に
よ
っ
て
は
例

年
よ
り
も
よ
く
で
き
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
味

や
食
感
に
関
す
る
評
価
も

高
ま
っ
て
お
り
、
年
々
良
質

の
イ
モ
が
と
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

畑
の
土
は
赤
っ
ぽ
い
色
か
ら
だ
ん
だ
ん
と

黒
色
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
毎

年
畑
に
被
覆
物
の
ヨ
シ
を
還
元
す
る
た
め
、

腐
植
が
蓄
積
し
て
き
て
い
る
た
め
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
連
作
す
る
こ
と
で
、
土
が
そ
の

作
物
に
合
う
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
ま
す
。

（
３
）
具
体
的
な
栽
培
方
法

　

畑
に
保
存
し
て
い
た
イ
モ
を
掘
り
起
こ
し

ま
す
。
適
期
に
掘
り
起
こ
す
の
が
基
本
で
す

が
、
株
を
少
し
掘
っ
て
、
イ
モ
の
芽
が
動
き

出
し
て
い
る
頃
を
目
安
に
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
各
畑
の
種
イ
モ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
畑

で
仮
植
し
ま
す
。
仮
植
を
す
る
こ
と
で
欠
株

を
な
く
す
こ
と
が
で
き
、
収
穫
期
も
そ
ろ
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
葉
一
枚
の
こ
ろ
溝
を
切
っ
て
植
付
け
を

行
い
ま
す
。
こ
の
と
き
株
間
に
ボ
カ
シ
（
米

ヌ
カ
：
ナ
タ
ネ
油
粕
＝
６
：
４
）
を
一
握
り

施
用
し
ま
す
。
ボ
カ
シ
は
こ
の
時
と
土
寄
せ

２
回
目
の
２
回
の
み
施
用
し
ま
す
。

　

芽
か
き
は
鎌
を
用
い
て
土
の
中
で
切
る
よ

う
に
し
て
随
時
行
い
、１
本
に
仕
立
て
ま
す
。

こ
う
す
る
こ
と
で
孫
イ
モ
ま
で
丸
々
と
太
る

姿
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
後
、
適
期
に
土
寄
せ
を
行
い
、
最
終

土
寄
せ
の
後
は
ヨ
シ
で
被
覆
を
行
い
ま
す
。

収
穫
後
も
ヨ
シ
は
春
ま
で
そ
の
ま
ま
に
し
自

然
に
分
解
さ
せ
ま
す
。

（
４
）
販
売
の
工
夫

　

味
が
い
い
こ
と
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
販

売
風
景
に
も
一
工
夫
あ
り
ま
す
。
農
産
物
販

売
会
や
地
域
行
事
で
は
子
イ
モ
を
ば
ら
さ
ず

に
、
株
の
ま
ま
展
示
・
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

サ
ト
イ
モ
の
株
を
初
め
て
み
る
人
に
は
イ
モ

か
ら
イ
モ
が
生
ま
れ
て
い
る
そ
の
姿
に
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
り
大
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

丸
々
太
っ
た
見
事
な
イ
モ
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
販
売
法
で
す
。

（
５
）
展
望

作
物
を
育
む
土
も
、
育
っ
た
環
境
の
情
報

を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
種
イ
モ
も
、
年
数
を
重

ね
る
ほ
ど
そ
の
土
地
環
境
に
馴
染
ん
で
い
く

様
子
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
サ
ト

イ
モ
の
連
作
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

research 連作のススメ

サトイモ

小
森
利
男
さ
ん
の
事
例

三
重
県
◆
桑
名
普
及
会

見
事
に
育
っ
た
サ
ト
イ
モ
は
株
の

ま
ま
展
示
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

種
イ
モ
は
、
ゴ
ム
シ
ー
ト
を
か
け

て
、
畑
で
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
る
。

連
作
圃
場
の
サ
ト
イ
モ
。
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市と有機農業団体が組み
有機市民農園をスタート

高知県 /高知中央自然農法グループ
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地
産
地
消
を
追
い
求
め
て
ゆ
く
と
、

最
後
に
到
達
す
る
の
が
家
庭
菜
園
だ
。

と
く
に
自
分
で
つ
く
っ
た
無
農
薬
の
野

菜
を
食
べ
た
い
と
思
う
人
は
決
し
て
少

な
く
な
い
は
ず
だ
が
、条
件
が
整
わ
ず
、

二
の
足
を
踏
む
人
も
少
な
く
な
い
。
し

か
し
、
そ
ん
な
市
民
の
要
望
に
応
え
よ

う
と
、
高
知
市
が
有
機
栽
培
に
限
定
し

た
市
民
農
園
を
市
内
に
開
設
、
平
成
21

年
10
月
か
ら
市
民
へ
の
貸
し
出
し
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

　

実
は
、
こ
の
よ
う
な
有
機
限
定
の
市

民
農
園
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
存
在
だ

そ
う
だ
。
一
般
的
な
市
民
農
園
を
手
が

け
て
き
た
市
当
局
も
、
有
機
に
限
定
す

る
と
な
る
と
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

不
可
欠
。
そ
こ
で
高
知
県
有
機
農
業
研

究
会
に
依
頼
が
あ
り
、
同
研
究
会
の
理

事
を
務
め
る
山
下
紘ひ

ろ
い
え宇
氏
と
井
上
正
雄

氏
に
白
羽
の
矢
が
た
っ
た
。
二
人
と
も

高
知
中
央
自
然
農
法
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
だ
。
早
速
、
候
補
地
の
選
定
に
始

ま
り
、
長
浜
地
区
の
耕
作
放
棄
地
に
決

定
す
る
と
、
同
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

も
加
わ
り
、
荒
れ
果
て
て
い
た
水
田
跡

地
を
50
区
画
（
１
区
画
15
坪
）
の
有
機

　市民農園の全景。15 坪という比較
的広い区画では、それぞれの発想でユ
ニークな有機栽培が行われ、耕作放棄
地が見事に復活した。

　入れ替わり立ち替わり、思い思いに市民農園にやってくる人たち。自然と
仲間になり、野菜の交換や困った時の相談が自然と行われるようになった。

　高知市農林水産課の島崎春次さん（左）と
高知中央自然農法グループの山下会長。

　２ヶ月に１回の割合で開催して
いる栽培講習会は、自然農法の教
材を使って授業が行われている。
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　地域の横浜新町小
学校の専用区もあ
り、月１回は草引き
や写生をする

special 地産地消

限
定
の
市
民
農
園
に
再
生
さ
せ
た
。

準
備
が
整
う
と
市
は
広
報
な
ど
で
募

集
を
開
始
し
た
。
当
初
は
ど
れ
だ
け

の
市
民
が
応
募
し
て
く
れ
る
の
か
心
配

さ
れ
た
が
、「
す
ぐ
に
区
画
は
埋
ま
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
は
大
勢
の
方
に

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
し
て
い
た
だ
い
く
状

態
で
す
」
と
市
農
林
水
産
課
の
島
崎
春

次
さ
ん
も
嬉
し
い
悲
鳴
な
の
だ
。

参
加
し
た
市
民
も
実
に
様
々
。
そ
の

中
の
１
人
、
土
木
関
係
の
仕
事
を
定
年

退
職
し
た
宮
崎
誠
一
さ
ん
は
「
朝
起
き

れ
ば
自
然
と
こ
こ
に
や
っ
て
く
る
。
野

菜
が
元
気
に
な
っ
て
い
く
土
づ
く
り
が

楽
し
く
て
ね
。
採
れ
た
も
の
を
持
ち

帰
る
と
家
族
が
喜
ん
で
く
れ
る
し
、
や

り
が
い
が
あ
る
」
と
満
足
そ
う
だ
。
自

ら
土
木
の
経
験
を
生
か
し
て
請
わ
れ
る

ま
ま
に
堆
肥
場
な
ど
を
無
償
で
作
っ
た

り
、
講
習
会
に
参
加
し
な
が
ら
磨
い
て

き
た
栽
培
技
術
を
他
の
人
に
教
え
た
り

と
大
活
躍
。
ま
た
会
社
員
の
吉
村
正
博

さ
ん
も
「
仕
事
で
近
く
に
来
た
ら
、
用

事
も
な
い
の
に
つ
い
寄
っ
て
し
ま
う
」

と
い
う
入
れ
込
み
よ
う
で
、
仕
事
の
ス

ト
レ
ス
が
畑
に
来
れ
ば
発
散
し
て
し
ま

う
と
い
う
。
今
や
２
人
は
市
民
農
園
に

は
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
。

寺
内
永と
わ遠
さ
ん
は
、
毎
週
休
み
に
な

る
と
必
ず
顔
を
出
す
最
年
少
参
加
者
。

農
業
未
体
験
な
が
ら
熱
心
に
土
づ
く
り

に
励
む
の
に
は
理
由
が
あ
っ
た
。
実
は

永
遠
さ
ん
、
数
年
後
を
め
ど
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
か
ら
青
年
海
外

協
力
隊
と
な
っ
て
ア
フ
リ
カ
に
行
き
た

い
と
の
夢
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
現
地

で
も
で
き
る
有
機
農
業
な
ど
の
キ
ャ
リ

ア
を
積
ん
で
い
る
と
い
う
。

こ
の
他
、
子
供
た
ち
を
自
然
環
境
で

遊
ば
せ
な
が
ら
学
ば
せ
る
こ
と
を
兼
ね

て
い
る
人
が
多
く
、
野
菜
嫌
い
が
な
く

な
っ
た
子
ど
も
も
い
る
。
野
菜
の
美
味

し
さ
に
感
動
し
た
奥
さ
ん
が
菜
園
を
手

伝
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

ご
主
人
、
農
園
内
で
の
共
同
作
業
、
何

よ
り
も
参
加
者
全
員
が
、
自
然
と
共
生

す
る
野
菜
づ
く
り
を
思
い
っ
き
り
楽
し

ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

草
質
堆
肥
に
よ
る
土
づ
く
り
を
行
い

農
薬
の
使
用
を
厳
禁
に
し
た
こ
と
で
、

農
園
が
食
本
来
の
姿
を
見
つ
め
直
す
機

会
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

誰
も
が
安
心
し
て

栽
培
を
楽
し
め
る
菜
園
で

市
民
の
交
流
が
広
が
る
。

将
来
は
ア
フ
リ
カ
な
ど
の

支
援
を
し
て
い
き
た
と
い
う

寺
内
永
遠
さ
ん
は
、
有
機
栽

培
の
難
し
さ
と
楽
し
さ
を
実

感
中
だ
と
い
う
。

宮
崎
誠
一
さ
ん
の
菜
園
は

ユ
ニ
ー
ク
。
新
し
い
発
想
で

野
菜
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が

楽
し
い
と
い
う
。

高知市



10自然 農法

春
が
来
る
の
が
待
遠
し
い
こ

ろ
、
畑
や
、
庭
先
で
見
か
け
る

植
物
に
ハ
コ
ベ
が
あ
り
ま
す
。

ナ
デ
シ
コ
科
ハ
コ
ベ
属
、
万
葉

の
時
代
か
ら
食
さ
れ
て
い
た
草

で
す
。
春
の
七
草
の
う
ち
の
ひ

と
つ
で
「
は
こ
べ
ら
」
と
で
て

き
ま
す
。
草
質
が
と
て
も
軟
ら

か
く
、
地
表
面
を
覆
う
よ
う
に

育
ち
ま
す
。
ど
こ
に
で
も
あ
る

草
な
の
で
小
鳥
の
エ
サ
と
し
て

も
使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ヒ
ヨ

コ
グ
サ
と
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
不
思
議
な
こ
と
に
、

英
語
で
も
ヒ
ヨ
コ
グ
サ
の
意
味
で
呼
ば
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

最
近
は
、
こ
の
ハ
コ
ベ
に
よ
く
似
て
い
て
、
葉

が
大
き
め
な
外
来
植
物
の
ナ
デ
シ
コ
科
ウ
シ
ハ
コ

ベ
属
ウ
シ
ハ
コ
ベ
が
あ
り
ま
す
。
花
は
ど
ち
ら
も

白
色
の
５
弁
の
先
が
深
く
割
れ
て
い
る
の
で
10
枚

に
見
え
ま
す
。
簡
単
な
見
分
け
方
と
し
て
は
、
花

の
中
央
に
あ
る
メ
シ

ベ
の
先
端
が
、
ハ
コ

ベ
は
３
つ
に
ウ
シ
ハ

コ
ベ
は
５
つ
に
別
れ

て
い
ま
す
。
ハ
コ
ベ

類
の
花
は
小
さ
い
の

で
ル
ー
ペ
を
使
っ
て

観
察
す
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。

小
鳥
の
餌
に
使
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
ハ
コ
ベ

地
面
を
覆
う
よ
う
に
春
を
待
つ
ハ
コ
ベ

medical ソハスをめざして⑥

環境科学総合研究所　勝倉光德

エムオーエー奥熱海クリニック院長　佐久間哲也

ロ
ハ
ス
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
はLifestyles O

f 

H
ealth A

nd Sustainability

（
健
康

と
環
境
の
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
）
を
意
味
し
ま
す
。
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

や
エ
コ
ラ
イ
フ
と
同
様
、
生
き
方
提
案

と
し
て
マ
ス
コ
ミ
で
よ
く
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、「
分
離
の
病
」
の
解
決
に

は
、
ロ
ハ
ス
と
い
う
悠
長
な
や
り
方
で

は
難
し
く
、
産
官
学
民
が
協
働
し
て
社

会
全
体
が
取
り
組
ま
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
目
指
す
べ
き
も
の
はSociety O
f 

H
ealth A

nd Sustainability

（
健
康

と
環
境
の
持
続
可
能
な
社
会
）、
つ
ま

り
ソ
ハ
ス
で
す
。
瑞
泉
郷
構
想
は
こ
の

ソ
ハ
ス
の
具
体
的
な
モ
デ
ル
づ
く
り
に

他
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
願
い
を
大
仁
瑞
泉
郷
で
は
「
医

農
地
（
い
の
ち
）
を
守
る
」
と
紹
介
し

て
い
ま
す
。
医
は
「
癒
す
」、
健
康
な

人
づ
く
り
。
農
は
「
耕
す
」、
健
康
な

食
づ
く
り
。
農
や
食
を
通
じ
、
い
の
ち

の
圃
場
で
あ
る
心
や
体
を
「
耕
す
」
こ

と
で
医
と
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、

地
は
私
達
が
根
を
お
ろ
す
地
域
や
地
球

を
意
味
し
ま
す
。
い
の
ち
を
大
切
に
す

る
町
づ
く
り
と
同
時
に
、
地
球
環
境
自

体
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

大
仁
で
こ
の
願
い
に
共
鳴
し
た
施

政
者
・
教
育
者
・
農
業
者
な
ど

が
地
元
で
実
践
を
開
始
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ソ
ハ
ス
は
農
山
村
で
な
け
れ
ば
で

き
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん

な
ハ
イ
テ
ク
な
都
会
で
も
空
の
無
い
場

所
は
な
い
の
で
す
。
食
農
や
自
然
を
重

視
す
る
意
思
が
あ
れ
ば
、
東
京
の
住
宅

街
で
あ
っ
て
も
持
続
可
能
な
農
業
を
地

元
住
民
と
共
に
育
め
る
の
だ
と
い
う
実

例
を
知
っ
て
い
ま
す
。
医
師
の
私
も
自

然
の
中
で
園
芸
・
農
作
業
を
す
る
こ
と

で
次
の
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
や
環

境
は
刻
一
刻
と
変
化
し
て
い
ま
す
が
、

変
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
私
た
ち
が
大
自
然
の
恵
み
に
よ
っ
て

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
実

感
を
置
き
忘
れ
、
自
然
の
力
を
軽
ん
じ

た
人
類
は
、
科
学
や
経
済
活
動
に
明
け

暮
れ
ま
し
た
。つ
い
に
は
、興
味
を
失
っ

た
玩
具
の
よ
う
に
私
た
ち
の
手
か
ら
自

然
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
い
そ
う
で

す
。
あ
く
ま
で
も
そ
れ
は
私
た
ち
の
意

思
と
行
動
の
結
果
な
の
で
す
。

机
上
の
理
論
だ
け
で
人
類
や
地
球
の

安
全
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
時
代
は
終

わ
り
ま
し
た
。
誰
も
が
責
任
者
と
し
て

「
農
！
」
と
言
え
る
意
思
と
行
動
が
求

め
ら
れ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

連
載
を
読
み
終
え
た
あ
な
た
自
身
が
ま

ず
ソ
ハ
ス
の
種
を
蒔
い
て
下
さ
い
。

ソ
ハ
ス
が
開
く
未
来
社
会

と

え
る
ニ
ッ
ポ
ン
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度
は
品
種
（
遺
伝
子
型
）
に
よ
っ
て
異

な
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
が
。

自
然
農
法
稲
は
、
発
芽
の
過
程
の

み
な
ら
ず
、
種
々
の
発
育
段
階

に
お
い
て
、
周
囲
の
環
境
の
変
化
に
よ

く
合
わ
せ
な
が
ら
自
ら
を
成
長
さ
せ
て

い
く
。
大
冷
害
時
の
自
然
農
法
稲
の
姿

は
そ
の
こ
と
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
野

性
を
取
り
戻
す
と
は
生
命
へ
の
感
性
を

取
り
戻
す
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
も

な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
基
本
が
土
・
自
然

に
あ
る
こ
と
は
い
う
に
及
ば
な
い
。
農

薬
の
害
を
警
告
し
て
今
や
歴
史
的
名
著

と
な
っ
て
い
る
『
沈
黙
の
春
』

（1962

年
）
の
中
で
、
そ
の
著

者
で
あ
る
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー

ソ
ン
は
「
人
間
が
自
然
と
和
解

す
れ
ば
、
人
間
の
魂
は
再
び
輝

く
だ
ろ
う
」
と
謳
っ
て
い
る
。

自
然
農
法
は
、
人
間
が
自
然
と

和
解
す
る
最
も
基
本
的
な
道
で

あ
る
。
稲
や
作
物
と
同
じ
よ
う

に
、
人
間
自
身
が
生
命
へ
の
感

性
を
取
り
戻
す
。
自
然
農
法
の

醍
醐
味
は
そ
こ
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

essay 種、いのち、を育てる⑲

１
９
９
３
年
の
大
冷
害
の
最
中
、

被
害
が
最
も
大
き
か
っ
た
岩
手

県
松
尾
村
の
悲
惨
と
も
い
え
る
水
田
風

景
の
中
で
、
凛
と
し
て
実
っ
て
い
た
自

然
農
法
稲
の
姿
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。

自
然
農
法
稲
の
生
命
力
の
強
さ
に
つ
い

て
は
本
欄
で
も
度
々
述
べ
て
き
た
が
、

し
か
し
、
一
般
的
に
よ
く
使
用
さ
れ
る

「
生
命
力
」
と
い
う
言
葉
は
、
な
お
科
学

的
用
語
と
は
な
っ
て
い
な
い
。「
生
命
力
」

と
は
何
な
の
か
。「
自
然
農
法
に
適
応
す

る
稲
品
種
の
育
成
に
関
す
る
研
究
」
に

取
り
組
ん
で
き
た
私
の
、
そ
れ
は
最
も

興
味
あ
る
課
題
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

自
然
農
法
稲
の
生
命
力
を
科
学
的
に
評

価
す
る
試
み
も
多
く
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

暑
さ
、
寒
さ
、
病
虫
害
な
ど
に
強
い

ほ
う
が
弱
い
も
の
よ
り
、
ま
た
、
す
ぐ

に
腐
敗
す
る
よ
り
長
く
生
命
を
維
持
し

栄
養
価
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
も
の
の

ほ
う
が
、
生
命
力
が
強
い
と
言
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
種
々
の
可
視
的
な

要
因
に
つ
い
て
、
一
つ
ひ
と
つ
比
較
実

験
を
し
、
そ
の
結
果
を
総
合
し
て
生
命

力
を
評
価
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
な
お
私
た
ち
の
目
に
は
見
え

な
い
、
あ
る
い
は
認
知
で
き
て
い
な
い

未
知
の
要
因
が
多
く
生
命
（
い
の
ち
）

の
現
象
に
は
関
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
な
ん
と
な
く
人
が
輝
い
て
見
え
る

オ
ー
ラ
な
ど
と
い
う
言
葉
も
あ
る
。フ
ォ

ト
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
〈
光
測
定
器
〉
や
キ

ル
リ
ア
ン
写
真
装
置
を
用
い
て
、
作
物

が
放
射
す
る
光
の
測
定
な
ど
も
行
っ
て

き
た
。
自
然
農
法
稲
や
そ
の
米
が
出
す

光
の
量
が
多
い
傾
向
が
あ
る
結
果
を
得

て
い
る
が
、
ま
だ
学
術
誌
に
発
表
す
る

段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
は
、
私
た
ち
が
行
っ
た
そ

れ
ら
実
験
結
果
の
一
つ
に
つ
い

て
示
し
、
自
然
農
法
の
意
味
に
つ
い
て

考
え
て
み
よ
う
。
稲
の
６
品
種
を
用
い
、

自
然
と
慣
行
農
法
で
そ
れ
ぞ
れ
栽
培
し

て
採
取
し
た
種
子
の
発
芽
試
験
を
試
み

た
。
そ
し
て
、
自
然
農
法
区
の
特
に
３

品
種
に
つ
い
て
は
、
発
芽
が
大
幅
に
遅

れ
、
最
終
的
に
は
慣
行
農
法
と
同
じ
ほ

ぼ
１
０
０
％
に
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
一
般
的
に
、
作
物
は
適
度
の
温

度
と
水
を
与
え
れ
ば
無
条
件
に
発
芽
す

る
が
、
野
生
の
植
物
は
そ
う
は
な
ら
ず

一
定
の
期
間
休
眠
す
る
と
い
う
特
性
を

持
つ
。
こ
の
休
眠
作
用
は
、
気
候
条
件

が
自
ら
の
成
育
に
安
全
に
な
る
ま
で
発

芽
し
な
い
で
待
つ
と
い
う
自
己
の
生
命

を
防
御
す
る
し
く
み
に
他
な
ら
な
い
。

自
然
農
法
に
よ
っ
て
稲
は
こ
の
野
性
を

取
り
戻
す
の
で
あ
る
。
野
性
回
帰
の
程

野
性
を
取
り
戻
す

大仁農場の万象台から見た自然農法稲の研究水田。

静岡大学名誉教授　中井弘和
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加工食品

「
明
日
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
客

様
、
食
事
は
ど
う
し
よ
う

か
し
ら
？
」、「
う
ん
、
外

食
は
味
気
な
い
か
ら
な
ー
、

う
ち
で
作
ろ
う
よ
。」、「
そ

れ
じ
ゃ
あ
、
私
が
得
意
な

ち
ら
し
寿
司
ね
。
い
い
？
」

「
う
ん
、
い
い
ね
。」

お
客
様
を
お
迎
え
す
る
時
、
ど
ん

な
食
事
で
も
て
な
す
か
、
と
て

も
気
を
使
い
ま
す
。
つ
い
外
へ
食
べ
に

出
か
け
た
り
、
お
惣
菜
や
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
に
頼
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
で

す
が
、
家
庭
料
理
を
頂
い
た
方
が
、
意

外
と
印
象
深
い
も
の
で
す
。

お
客
様
と
し
て
お
呼
ば
れ
し
た
時

に
、
ち
ら
し
寿
司
を
い
た
だ
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
我
が
家
の
も
の
と
は
違

う
、
す
し
飯
の
酸
味
と
甘
み
、
さ
ら
に
、

か
ん
ぴ
ょ
う
や
き
の
こ
、
レ
ン
コ
ン
、

た
け
の
こ
と
い
っ
た
す
し
種
の
色
や
形

を
見
な
が
ら
、
い
た
だ
い
て
い
た
ら
、

つ
い
食
が
進
ん
で
、
お
か
わ
り
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、
同
じ
経
験
が
あ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
「
ち
ら
し
寿
司
」
で
す
が
、
関

東
で
は
、
す
し
飯
の
上
に
マ
グ
ロ
、
酢

レ
ン
コ
ン
、
か
ま
ぼ
こ
、
小
エ
ビ
、
シ

イ
タ
ケ
の
煮
物
な
ど
を
色
よ
く
の
せ
た

も
の
で
、
飲
食
店
で
は
「
海
鮮
丼
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一

方
、
関
西
で
は
、
主
に
野
菜
や
煮
物
の

具
を
千
切
り
ま
た
は
細
か
く
刻
ん
で
す

し
飯
に
混
ぜ
、
錦
糸
卵
、
紅
シ
ョ
ウ
ガ
、

田
麩
（
で
ん
ぶ
）
や
も
み
の
り
で
飾
っ

た
「
五
目
ち
ら
し
寿
司
」
で
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
錦
糸
卵
を
作
っ
た

ら
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
、
と
い
う

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
上
手
に
焼
く

コ
ツ
は
、
片
栗
粉
を
使
う
こ
と
で
す
。

卵
２
個
に
、
片
栗
粉
と
水
を
各
小
さ
じ

１
、
そ
し
て
食
塩
一
つ
ま
み
を
入
れ
る

と
、
き
れ
い
に
焼
け
ま
す
。

外
食
産
業
が
盛
ん
な
昨
今
で
す

が
、握
り
寿
司
の
店
ば
か
り
で
、

こ
の
五
目
ち
ら
し
寿
司
を
食
べ
さ
せ
て

く
れ
る
店
は
、な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

讃
岐
う
ど
ん
の
店
で
、
う
ど
ん
と
一
緒

に
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
程
度
。
で
す

か
ら
、
五
目
ち
ら
し
寿
司
は
、
家
庭
料

理
な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ
ー
と
言
え
ま

す
。

　

エ
ム
オ
ー
エ
ー
に
は
、
国
内
産
の
ニ

ン
ジ
ン
、
シ
イ
タ
ケ
、
か
ん
ぴ
ょ
う
、

油
揚
げ
を
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
の
純
米
酢
と
酒
み

り
ん
、
砂
糖
、
し
ょ
う
ゆ
な
ど
で
味
付

け
し
た
、「
ち
ら
し
寿
司
の
素
」
が
あ

り
ま
す
。
忙
し
い
時
で
も
、
炊
き
た
て

ご
は
ん
に
混
ぜ
合
わ
せ
れ
ば
よ
く
、
手

軽
に
使
え
て
助
か
る
と
好
評
で
す
。

桜
の
花
が
待
ち
遠
し
い
季
節
で

す
。
ニ
ン
ジ
ン
や
田
麩
（
で
ん

ぶ
）
な
ど
を
桜
に
見
立
て
た
ち
ら
し
寿

司
を
作
っ
て
、
我
が
家
の
食
卓
で
、
一

足
早
い
花
見
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

参
考
／
樹
村
房
発
行
「
食
辞
林
」、ク
ッ

ク
パ
ッ
ド
レ
シ
ピ
「
錦
糸
卵
」

家
庭
料
理
屈
指
の
メ
ニ
ュ
ー
は
い
か
が

ちらし寿司

health & food



13自然 農法

shopping 普及会直送の自然農法農産物
自然農法マーク 転換期間中マーク 特別栽培マーク

注文期間　３月１日～４月20日
発送期間　４月25日頃
値　　段　2,500円（消費税込、送料別）
限定数量　60箱
発送形態　８㎏（M～2L込み）
　　　　　                  （２ケース１梱包まで発送可）
支払方法　郵便振替用紙をお届け翌月10日頃郵送生産者の坂本さん

〒811-2302　福岡県糟屋郡粕屋町大隈162-3　ＭＯＡ西日本販売　通販課
　（松本、中村まで）FAX（092）938 - 7616／ TEL（092）938 - 7633

注
文
先

熊本県

岱明普及会

注文期間　３月１日～３月15日
発送期間　３月21日頃
値　　段　2,200円（消費税込、送料別）
限定数量　50箱
発送形態　８kg箱（Ｍ～2Ｌサイズ込み）
　　　　　　　　　　（２ケース１梱包にて発送可）
支払方法　郵便振替用紙をお届け翌月10日頃郵送生産者の河野さん

〒811-2302　福岡県糟屋郡粕屋町大隈162-3　ＭＯＡ西日本販売　通販課
 　（松本、中村まで）FAX（092）938 - 7616／ TEL（092）938 - 7633

注
文
先

注文期間　３月１日～
発送期間　４月上旬
値　　段　2,000円（消費税込、送料別） 
限定数量　100箱
発送形態　10kg箱（サイズ混合）
支払方法　郵便振替用紙を同封

〒596-0074　大阪府岸和田市本町9-1　元気農園　吉野保次（ヤスツグ）
　　　　　　　　FAX（072）422 - 0391／ TEL（072）422 - 0159

注
文
先

大阪府
岸和田ネイチャー

普及会
注文期間　４月上旬～４月中旬
発送期間　４月下旬より随時
値　　段　①2,600円　②1,400円
限定数量　各30箱（消費税込・送料別）
発送形態　①10kg ②５kg（秀品2L～M混）
支払方法 郵便振替用紙をお届けの翌月初めに送付生産者の皆さん

〒564-0053　大阪府吹田市江の木町16-9　ＭＯＡ関西販売
　　　　　　FAX（06）6388 - 1711　TEL （0120）55 - 0359

注
文
先

和歌山県

有田普及会

注文期間　3月1日～4月中旬
発送期間　3月1日～4月中旬
値　　段　3,700円（A品3L～M混合）
　　　　　3,000円（B品3L～M混合）
限定数量　なくなり次第終了
発送形態　8kg箱
支払方法　郵便振替用紙を商品お届け後７日頃郵送

〒761-0111　香川県高松市屋島東町1536　（株）MOA商事四国販売
　　　　  FAX（087）818 - 1117 ／ TEL（087）818 - 1115　担当 池上

注
文
先

清見みかん

ジューシー
オレンジ パール柑

注文期間　３月１日～４月９日
発送期間　４月15日頃
値　　段　2,300円／10kg
              1,300円／５kg  （消費税込、送料別）
限定数量　100箱
発送形態　10kg／5kg箱（Ｍ～2Ｌサイズ込み）
　　　　　　　　　　（２ケース１梱包にて発送可）
支払方法 郵便振替用紙をお届け翌月10日頃郵送

生産者の皆さん

〒811-2302　福岡県糟屋郡粕屋町大隈162-3　ＭＯＡ西日本販売　通販課
　（松本、中村まで）FAX（092）938 - 7616／ TEL（092）938 - 7633

長崎県

雲仙普及会新タマネギ

注
文
先

熊本県
八代普及会

注文期間　３月１日～４月30日
発送期間　３月中旬～随時
値　　段　3,000円（A品3L～M混合）
　　　　2,500円（B品3L～M混合）

限定数量　なくなり次第終了
発送形態　10kg箱
支払方法 郵便振替用紙を商品お届け後７日頃郵送

〒761-0111　香川県高松市屋島東町1536　（株）MOA商事四国販売
　　　  FAX（087）818 - 1117 ／ TEL（087）818 - 1115　担当 池上

注
文
先

愛媛県

瀬戸研究会甘夏

注文期間　３月上旬～３月中旬
発送期間　３月中旬より随時
値　　段　500円／１kgあたり
　　　　　（消費税込・送料別）
限定数量　なくなり次第終了　　　
発送形態　2、5、10、15kg（秀品M～２Ｌ）
支払方法　郵便振替用紙を同封

生産者の皆さん

〒564-0053　大阪府吹田市江の木町16-9　ＭＯＡ関西販売
　　　　　　　FAX（06）6388 - 1711　TEL （0120）55 - 0359　

注
文
先

和歌山県

串本研究会キンカン

タマネギ

生産者の吉野さんご夫妻

〒920-0848　石川県金沢市京町24-33　MOA商事北陸販売
　　　　　　　　　FAX（076）253 - 1177／ TEL（076）253 - 1115

注
文
先

石川県

田鶴浜普及会

生産者の山岸さん

小松菜
（山岸農園）

注文期間　４月１日～４月30日
発送期間　４月１日～４月30日
値　　段

発送形態　200g入り10束
支払方法　郵便振替用紙をお届けの１週間以内に送付

消費税込
送料込

2,200円（関東、中部、関西、北陸）　　　
2,200円（東北、中国、四国）
2,300円（九州）　2,500円（北海道）
2,600円（沖縄）

甘夏

注文期間　４月１日～
発送期間　５月末まで
値　　段　1箱 2,400円　2箱 3,980円
　　　　　3箱 5,450円　4箱 6,910円
（東北・関東・新潟県以外は別途315円の送料が必要）
限定数量　500箱
発送形態　2kg箱（8～15玉入り／サイズ混合）
支払方法　請求書をお届け翌月10日頃に送付

生産者の野原さん

〒413-0011  静岡県熱海市田原本町9-1 熱海第一ビル7F MOAつうはん 
　 　　　　             FAX（0557）84 - 2645 ／ TEL（0557）84 - 2638

注
文
先

野原さんちの
トマト

注文期間　３月１日～６月末
発送期間　３月上旬～随時
値　　段　1,000円／1kg当り
　　　　　　　　　　  （消費税込、送料別）
限定数量　なくなり次第終了
発送形態　2kg～30kg紙袋入り（小粒混合）
支払方法　郵便振替用紙を同封（振込料無料）生産者の馬坂さんご夫妻

〒709-4635　岡山県津山市油木北708-1　黒米のうまさか（馬坂敏雄）
　　　　　　　　　　　　　　　FAX（0868）57 - 8367／ TEL　同左

注
文
先

岡山県

津山普及会紫黒米
（古代米）

消費税込
送料別

愛媛県

瀬戸研究会

元気の出る

（タカニシキ）

注文期間 ３月１日～19日／３月26日～４月16日
発送期間　３月25日頃／４月21日頃
値　　段　3,300円（消費税込み、送料別）
限定数量　50箱
発送形態　１箱（15～ 28玉入り）
　　　（サイズ指定不可／3ケースまで１梱包で発送可）
支払方法　郵便振替用紙をお届け翌月10日頃郵送生産者の川原さんご夫妻

〒811-2302　福岡県糟屋郡粕屋町大隈162-3　ＭＯＡ西日本販売　通販課
　（松本、中村まで）FAX（092）938 - 7616／ TEL（092）938 - 7633

注
文
先

トマト
福岡県

久留米普及会
（ハウス桃太郎）

栃木県

栃木一葉会

消費税込
送料別

生産者の皆さん生産者の皆さん

終了しました

終了しました

終了しました
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お便り回覧板

読
者

小
樽
で
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ナ
イ
ス
・
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
江

別
が
地
産
地
消
に
載
っ
て
い
て
、
今
年
も
新
鮮
な
お
野
菜
を

い
た
だ
け
た
事
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
致
し
ま
し
た
。
代
表
の
有
野

さ
ん
は
頼
り
に
な
る
方
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年

も
交
流
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
北
海
道
小
樽
市

白
井
と
し
子
）

謝
名
元
料
理
長
の
米
粉
ク
レ
ー
プ
を
作
っ
て
美
味
し
く
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
次
は
さ
つ
ま
い
も
で
や
っ
て
み
よ
う
と
家
内
が

言
っ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
岡
山
県
岡
山
市　
春
名
弘
一
）

今
年
も
ダ
イ
コ
ン
を
猫
の
額
ほ
ど
の
わ
が
家
の
畑
に
蒔
き
ま
し

た
。
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
こ
ち
ら
方
は
砂
地
で
根
切
り
虫

が
多
く
、
何
本
か
や
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
11
・
12
月
号
の
梅
原

さ
ん
の
事
例
を
参
考
に
、
さ
っ
そ
く
空
い
て
い
る
所
に
残
っ
て
い
た

種
を
蒔
い
て
み
ま
す
。
う
ま
く
い
け
ば
幸
い
で
す
。

（
千
葉
県
鴨
川
市

鈴
木
洋
子
）

種
、
い
の
ち
、
を
育
て
る
の
エ
ッ
セ
イ
「
自
然
農
法
水
田
に
風

の
道
」
を
大
変
興
味
深
く
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
東
京
の

街
が
熱
い
の
は
東
京
湾
か
ら
く
る
海
風
を
計
算
に
入
れ
な
い
為
と

テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
た
の
で
、
同
じ
視
点
に
立
っ

て
人
間
も
生
物
も
皆
生
か
さ
れ
て
い
る
の
は
、
自
然
農
法
の
創
始

者
・
岡
田
茂
吉
師
の
「
地
球
は
生
き
て
い
る
」
と
の
言
葉
通
り
で

あ
る
と
の
思
い
で
一
杯
で
あ
り
ま
す
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
エ
ッ
セ

イ
で
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
八
王
子
市　
杉
山
智
子
）

土
壌
学
の
専
門
家
で
あ
る
陽
先
生
の
「
農
医
連
携
」
を
多
く
の

人
が
体
感
し
、
地
球
を
救
っ
て
、
岡
田
先
生
の
哲
学
も
共
に

広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
強
く
望
み
、
応
援
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
栃
木
県
那
須
塩
原
市

石
田
光
子
）

一
口
に
お
好
み
焼
き
と
言
っ
て
も
、
中
身
は
色
々
で
す
。
私
の

家
で
は
野
菜
が
中
心
で
、
豚
肉
と
イ
カ
を
少
々
入
れ
、
自
家

製
の
紅
シ
ョ
ウ
ガ
を
入
れ
て
食
べ
ま
す
。
今
か
ら
の
寒
い
日
に
は

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
焼
き
な
が
ら
食
べ
る
の
で
身
体
の
芯
ま
で
暖

ま
っ
て
い
い
で
す
よ
。
皆
さ
ん
も
い
か
が
で
す
か
。

（
山
口
県
下
関
市　

手
代
木　
清
蔵
）

家
庭
菜
園
は
私
の
生
き
甲
斐
で
す
。
種
も
ほ
と
ん
ど
菜
園
か
ら

自
家
採
種
し
て
い
ま
す
。杖
を
つ
き
な
が
ら
の
作
業
で
す
が
、

ほ
ん
と
う
に
楽
し
い
で
す
。
ま
た
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
連
作
は
良
い
か

教
え
て
下
さ
い
。

（
宮
崎
県
日
向
市

白
井
ト
キ
エ
）

編
集
部　

残
念
な
が
ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
連
作
に
は
向
い
て
い
ま
せ

読
者
読
者

ん
。
相
性
の
良
い
野
菜
と
の
輪
作
を
お
勧
め
し
ま
す
。

読
者
読
者

　

栃
木
県
塩
谷
郡
栗
山
村
川

俣
付
近
の
諺
。

本
事
業
団
の
平
成
22
年
度
通

常
総
会
が
１
月
19
日
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
研

修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
午
後
１

時
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会

に
は
２
０
０
名
に
も
及
ぶ
正
会

員
な
ど
が
出
席
、
第
１
号
議
案
の

平
成
22
年
度
収
支
補
正
予
算
案

を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
一

般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
開
か
れ
た
全
国
役

員
研
修
会
で
は
、
農
水
省
の
補
助

事
業
と
し
て
本
事
業
団
が
実
施
し
て
い
る
有
機

農
業
基
礎
デ
ー
タ
作
成
事
業
の
中
間
報
告
と
全

国
各
地
区
の
普
及
会
に
よ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク（
関

連
記
事
は
４
ペ
ー
ジ
を
参
照
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
懇
親
交
流
会
が
開
か
れ
、
参
加

者
は
深
夜
ま
で
懇
親
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
山
本
な
つ
さ

ん
に
よ
る
講
演
と
水
稲
な
ど
５
つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
て
技
術
の
研
鑽
や
情
報
交
換
を
行
い
、

正
午
を
も
っ
て
研
修
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

トピッ ス
本
事
業
団
の
平
成
22
年
度

通
常
総
会
が
開
か
れ
る

温
故
知
新
自
然
暦

農
事
暦
「
楢
の
新
芽
が
緑
く
な
る
と

（
新
芽
は
白
っ
ぽ
い
）
稗
を
蒔
け
」

伝

出
典
『
自
然
暦
』（
川
口
孫
治
郎
著
、
昭
和
18
年
、
日
新
書
院
）

members 読者コーナー

今回は『さくらんぼ』を10名様にプレゼント。ご希望の方は住所、
氏名、年齢、電話番号、賛助会員番号、記事の感想とプレゼント名
を書き添えて下記までお申し込みください。

〒410-2311　静岡県伊豆の国市浮橋1606の２
ＭＯＡ自然農法文化事業団「読者プレゼント」係

締
切

４
月
29
日

（
金
）

消
印
有
効

当選は発送をもってかえさせていただきます。
なお、お便り回覧板に掲載された方と当選者は必ずし

も一致いたしません。予めご了承ください。

ク

プレゼ
ント

冒頭に挨拶に立った奈良安規理事長

、
名 印

有終了しました
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④の生地を1カップに45ｇ絞り出し、
150℃にしたオーブンで 30分、パウン
ドケーキの場合は 40分を目安に焼く。
（焼きあがり後、指で軽く押して凹みが
戻れば中まで焼けています。またパウン

ド型を使用す
る場合は、中
央が凹むよう
に生地を入れ
ると平らに焼
き上がります）

シェフのレシピ

緑
黄
色
野
菜
の

ひ
と
つ
で
あ
る
小

松
菜
に
は
、
ク
ロ

ロ
フ
ィ
ル
と
い
う

緑
色
の
色
素
成
分
が
含
ま
れ
て
い

て
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ

る
働
き
や
消
臭
と
殺
菌
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
う
れ

ん
草
に
見
た
目
も
成
分
も
似
て
い

る
小
松
菜
で
す
が
、
ほ
う
れ
ん
草

の
約
５
倍
量
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
含

ま
れ
て
お
り
、
更
に
ガ
ン
の
予
防

等
に
効
果
的
な
カ
ロ
チ
ン
も
豊
富

で
す
。

グ
リ
ー
ン
ケ
ー
キ
と
聞
く
と
苦

手
な
印
象
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
小
松
菜
の
青
臭
さ
も

な
く
仕
上
が
り
ま
す
。
カ
ッ
プ

ケ
ー
キ
は
、
ふ
ん
わ
り
さ
っ
く
り

と
、
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
は
、
し
っ

と
り
し
た
食
感
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

グリーンケーキをつくりましょう

　マーガリンを泡立て、砂糖
を加え白っぽくなるまで更に
泡立てる。
（マーガリンに空気を含ませ
ることで、ふわっと焼き上が
ります）

natural sweet

2

3

使う材料

○小松菜            　　 50g
○薄力粉　　　　　　  80g
○ベーキングパウダー
（パウンドケーキのみ使用） 小さじ 1/2
○卵　　　　　　　　　80g
○砂糖　　　　　　　　80g
○マーガリン　　　　　80g

調理時間

40分

エネルギー

1338㎉

塩分

1.6g
カップケーキの場合 8個分

①に卵を半分程入れ、ある
程度混ざったら、残りの半分
を入れ混ぜ合わせる。
（マーガリンと卵は混ざりに
くい為、少し薄力粉を入れク
リーム状にすると混ざり易く
なります）

　②に薄力粉を４分の１程度
入れなじませる。残りを３回
に分けて加え混ぜ合わせる。
（薄力粉全量を一度に混ぜる
とマーガリンを練りつぶすこ
とになり、空気が抜けてふん
わり焼き上がりません。また
パウンドケーキの場合は、薄
力粉にベーキングパウダーを
混ぜておきましょう）

※アイディアをお持ちの方は編集部までお手紙下さい。スイートレシピの参考にさせていただきます。

（全量）

1

※調理時間は生地を焼く時間を除く

　小松菜を焼いた時の
色落ちを軽減するため
に下茹でし、しっかり
水を切り、細かく刻ん
でおく。③に刻んだ小
松菜を入れ、よく混ぜ
合わせる。

（混ぜ方が足りないと、野菜が底に沈んでしまいます。
野菜のかわりにりんごなどを入れる場合も沈むので、
しっかりと混ぜましょう）

4

5

ーンケーキは大分県
さんのアイディアを
つくりました。

パウンドケーキの場合１個分



　　　　つ く り 方

今
月
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

萬
両
美
幸
さ
ん

’の

栄
養
士

①いちごはへたを取って洗い、荒いみじん
　切り 程度に刻んでおく。

②鍋に豆乳と上新粉、砂糖を入れ、よく混
　ぜ合わせてから弱めの火にかける。鍋底
　が焦げ付かないように混ぜ続け、とろみ
　がつき沸騰したら火からおろす。

③氷水の入ったボールに②の鍋を入れ、か
　き混ぜながら冷やす。その後、①の苺を
　入れ混ぜる。

④③を容器に移し入れ、冷凍庫で冷やし固
　める。（冷やす途中、２時間毎にかき混
　ぜる作業を２回程行うと均一に固まる。）

（４人分）「材料」

　

豆
乳
に
は
、
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
と
い
う

骨
粗
鬆
症
予
防
や
更
年
期
障
害
の
緩

和
、
動
脈
硬
化
を
抑
制
す
る
効
果
が
期

待
で
き
る
成
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
消
化
吸
収
さ
れ
や
す
い
良

質
な
た
ん
ぱ
く
質
や
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど

も
豊
富
で
す
。
牛
乳
に
似
た
外
観
と
食

味
が
あ
り
ま
す
が
、
大
豆
特
有
の
青
臭

さ
が
あ
る
為
、
多
く
の
人
に
飲
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
戦
後
に
、
果
汁

や
砂
糖
を
加
え
て
飲
み
や
す
く
調
整
し

た
も
の
が
で
き
て
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

ジ
ェ
ラ
ー
ト
と
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で

「
凍
っ
た
」
と
い
う
意
味
の
氷
菓
の
こ

と
で
す
。
豆
乳
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
は
、
卵

や
牛
乳
、
小
麦
粉
を
使
用
せ
ず
に
作
る

こ
と
が
で
き
る
レ
シ
ピ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
い
ち
ご
だ
け
で
は
な
く
季
節
ご
と

旬
の
果
物
を
使
っ
て
、
様
々
な
ジ
ェ

ラ
ー
ト
を
作
っ
て
み
て
下
さ
い
。

●豆乳（無糖）
　  　　400㏄（缶２本）

●いちご    　　　  ７個

●砂糖　　　　　　70g

●上新粉　　　　　20g

編
集
発
行
人
／
宮
島
忠
仁
　
発
行
所
／
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
エ
ム
・
オ
ー
・
エ
ー
自
然
農
法
文
化
事
業
団
　
〒
413-0011　

静
岡
県
熱
海
市
田
原
本
町
9
番
1
号
　
熱
海
第
1
ビ
ル
9
階
／
定
価
300

円
（
税
込
み
）

編
集
部
／
〒
410-2311　

静
岡
県
伊
豆
の
国
市
浮
橋
1606

番
地
2　
Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然
農
法
文
化
事
業
団
　
電
話
0558(79)1113　

FA
X0558(79)1115
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健
康
野
菜
ク
ッ
キ
ン
グ

調理時間 カロリー 塩分
約25分 137kcal 0g(１人分 ) (１人分 )

季
節
の
豆
乳
ジ
ェ
ラ
ー
ト

一
口
ア
ド
バ
イ
ス

（冷凍庫で冷やす時間は除く）


